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第 35 回『「隅の首石」〜 「人生の鍛錬」 〜』 

 

2020 年 12 月 10 日、「アスベスト・中皮腫外来推進委員会」委員長を務める筆

者は、第 86 回「アスベスト中皮腫外来推進委員会」に出席した（順天堂大学に

於いて）。  外来実績・外来状況について共有した。  「中皮腫の早期診断・

治療」に向け、既に、「初診・再診」で、7000 人を超える、受診である。  大

学の事務局の働きにも ただただ感謝である。  その後、TSC（結節性硬化症：

Tuberous Sclerosis Complex）カンファレンス（順天堂大学 脳神経外科医局 に

於いて）に赴いた。  医療にとって継続は大切な行為である。 

 

2020 年 12 月 12 日『がん哲学堂カフェ』（東中野）での講演を終えて、第 4回

「結節性硬化症診療育イニシアチブセミナー」（御茶ノ水）に赴いた。  パー

ト１『オンライン診療への期待』、パート２『最新の結節性硬化症診療の動向』

であった。  大変、有意義な時であった。  日々勉強である。  偶然、駅で出

逢った先生から 早速、「原宿リハビリテーション病院に勤務しています。  先

週、新渡戸記念中野総合病院から ーー 受けもったばかりで、新渡戸記念、と

言う事で 樋野先生の事を思い浮かべたばかりでした。」との励ましのメールを

頂いた。 

 

日曜日（2020 年 12 月 13 日）は、『東久留米カフェ』―＞『読書会』である（画

像１，２）。  今回は、新渡戸稲造 著『武士道』（岩波書店）１章『道徳体験

としての武士道』である。  「小さな子をいじめず、大きな子に背を向けなか

った者、という名を後に残したい」。これが、「隅（すみ）の首石（おやいし）」

であろう！  まさに、「人生の鍛錬」である。 
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